
チャレンジ・アグリ認証

－地域連携課程－
令和４年度 （ケルたま編）

第１週

学習レジュメ
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内容➡①9月22日（播種・育苗） ②10月20日（整地） ③11月10日（定植）
④2月16日（追肥） ⑤6月15日（収穫貯蔵） ⑥7月13日（出荷調整）

ない よう がつ にち は しゅ いく びょう がつ にち せい ち がつ にち てい しょく

がつ にち つい ひ がつ にち しゅう かく ちょ ぞう がつ にち しゅ っか ちょう せい



◆タマネギの特性Ⅰ－①玉の中身

●タマネギの肥大した部分は葉が肥大したものです。
●同じようタイプの野菜は、ユリ科のﾆﾝﾆｸ・食用ユリがあります。
花では、チューリップ、アマリリス、ユリなどがあるります。

●温度(10～20℃）と日長（日の長さ:11.5～13.5時間）が
関係して肥大を始める。

●タマネギは日本では本
州以西で栽培されている
タイプ（中間）と北海道で
栽培されているタイプ(長

日）があります。グループ
と肉質が異なります。

※2013タキイ最前線 夏号 野菜の作型と品種生態（山川氏）より抜粋
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◆タマネギの特性Ⅰ-②基本作型と地域別作型

ケルたま、ﾗｯｷｰ

ﾚｸｽﾀｰ1号、ﾎﾞﾙﾄ

七宝早生７号、ｿﾆｯｸ
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ｵﾎｰﾂｸ222
ﾊﾟﾜｰｳﾙﾌ

北もみじ2000
ｲｺﾙ、ﾍﾞｶﾞｽ

※2013タキイ最前線 夏号 野菜の作型と品種生態より（山川氏）参照
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◆タマネギの特性Ⅱ‐①抽苔・分球の要因

★抽苔：タマネギの苗がある程度の大きさ（極早生ほど大きい、
晩生ほど小さい）に達した時に10℃前後の低温に当たって花
芽ができ、日が長く、気温が上がると抽苔してきます。

★分球：タマネギの苗がある程度の大きさに達した時暖かく、
肥料が良く効いている場合に生長点が分かれて分球します。

※はなとやさい 2018．5
園芸 何でもQ＆A（藤目氏）より引用
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◆タマネギの特性Ⅱ‐②抽苔・分球の対策

■対策：大きな株で冬を越さない。➡品種に適したその土地の播種

時期を見極めます。

・極早生ほど早く播種できる、収穫時期が遅い品種ほど播種時

が遅くなります➡無理な早まきはしない。年内に大株にしない

・極早生は抽苔・分球しにくいように改良されています。

（本来大苗で冬を越すため➡葉の枚数が玉の大きさを決める）

・低温感応する時期（2月に肥料が効く様に追肥する）
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◆栽培品種：「ケルたま」について

①長期貯蔵に適する
②ケルセチン含量が豊富な品種
③皮の色が濃く貯蔵中に皮むけしにくい
④草姿立勢で抽苔しにくい
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たね たね て じゅん じん こう ばい ど し よう

種まき ： ②種まきの手順(プラグトレーと人工培土使用)

３
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じゅん び

★トレーの準備
あな あな すい ぶん

●128穴、200穴のトレーに水分
てき ど ふく じん こう ばい ど

を適度に含んだ人工培土をト
つ

レーにしっかり詰める。
つ あと かる かん すい ばい ど

●詰めた後、軽く潅水し培土に
みず ふく

しっかり、水を含ませる（やらな

いところもある）
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●トレーの穴に播種する穴をあけ播種版に詰め
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た種をトレーに合わせ播種する。
あと おな ばい ど ふく ど かる かん すい

●その後、同じ培土で覆土をし、軽く潅水する
そこ みず したた かん すい はつ が い

（トレー底から水が滴るほどの潅水は発芽異
じょう ひ お よう いん えい きょう だい

常を引き起こす要因となる）→キャベツが影響大
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①水分：
・タネは水を吸水して活動し始めます。 ・水がトレーの底から出る程度必要です。
・乾燥防止のため発芽まで遮光資材を掛けることが望ましいです。
②温度

・発芽温度：2～33℃（適温；15～20℃）
・30℃以上で発芽不良になりやすく、10℃以下では発芽が遅れ率も低下します。
・高い時は遮光などで地温を下げる、低い時は保温資材を利用します。
③酸素
・呼吸することによって貯蔵した養分を分解してそのエネルギーで発芽します。
・そのため、水のやりすぎで土中の酸素が少ない時や水が多い状態では、発芽が
遅れたり、バラツキが出ます。
・場合によっては、タネが腐敗することもあります。
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①0～7日 発芽を揃える。

保湿、地温を下げる

（25℃以上にならないように注意）

アイスマルチ、タイベック、芽出たいシート等で被覆
遮光ネットによるトンネル設置やハウス被覆

◆育苗①発芽までの管理
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★7～21日（本葉1～1.5枚）

・高温期の育苗の場合、蒸らさないように注意します。

※乾き過ぎると生育遅延や生育ムラを生じるため、

適宜潅水で適湿をキープします。

◆育苗②初期の管理
いく びょう しょ き かん り
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◆ 21日～40日（本葉2～3枚目）

根が発達し、苗が太くなる時期です。

（肥え切れ注意⇒液肥が効果的）

※草丈が20ｃｍ以上になれば剪葉（葉を切る）

します。

◆45日～（本葉3枚目～）

弁当肥：燐酸成分(ﾎｽﾍﾞｼﾞ10）追肥で発根促します。

⇒活着有利

※定植10日～2週間前頃に潅注します。

※ 大雨などで一時的に調子を落としたとき（露地の場合）

葉面散布*も有効 *・・・強力ﾖｰｹﾞﾝ

◆育苗③中期の管理
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無処理区 処理区

～定植3週間後の抜き取り調査(地床育苗)～

◆育苗④弁当肥の効果➡亜リン酸の効果

1000倍希釈 3l/10㎡
2回施用
（播種4,6週後）
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苗半作、活着の
良い苗を作ります。

➡播種 10日 20日 30日 40日 50日 55日➡

土
壌
消
毒

子葉 本葉一枚目 本葉二枚目 本葉三枚目 本葉四枚目
定
植発芽を揃える

(適湿に保つ)
徒長させない
根張りを促す

硬くしまった苗に仕上げる

剪葉 剪葉 剪葉

◆育苗管理まとめ

※剪葉は、苗の1/3以上を切らないよう注意する
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